




（４）学年の実践事例 
	 ア	 HAPPY NEWS スクラップ帳づくりの実践 

	 	 	 	 	 	 新たな気付きを得られたり読んで幸せな気持ちになる記 
事などを一般読者らから募る HAPPY NEWS と題した 
取り組みを日本新聞協会が行っており、第１学年では、 H 
APPY NEWS のスクラップ帳を作成した。誰もが笑顔に 
なる記事をテーマに、新聞を切り抜きノートに貼った。生 
徒は、スクラップ帳を開くたびに友達が選んだ記事を、笑 
顔で読む姿が見られた。 
 

	 	 	 イ	 帰りの会での１分間スピーチ 
	 	 毎日の帰りの会での １分間スピーチ において、気 
になる新聞記事を紹介し、その記事についての感想を発 
表することを第１学年で実践した。初めの頃は不慣れな 
面もあり、記事はトップ記事を選ぶ生徒が多く見られた。 
また、感想の内容も一言で終えることしかできなかった。 
	 苦労する生徒も多く見られたが、２学期を過ぎたころ 
には、休み時間に記事を選ぶ姿が見られた。また、感想 
を発表原稿が埋まるほどに書く生徒が増えた。３学期に 
入ると、いかに友達に分かり易く伝えることができるか 
を考え、記事の内容の要約をしたうえで、自分の考えを 
発表するまでに成長した。毎日の継続から、予想を上回 
る成果が見られた。 

 
３	 昨年度の課題における今年度の成果 
	 	 	 昨年度の課題、反省としてＮＩＥへ取り組む内容の充実を図ることが挙げられた。そこで今年度は、各学

年におけるＮＩＥコーナーの設置や、都農町ＮＥＷＳの設置学習発表会でのＮＩＥブースを開き保護者へ発

信すること、授業・定期テストへの活用など様々な取り組みを実施した。 
	  
（１）ＮＩＥコーナーの設置 

	 	 	 	 昨年度は、ＮＩＥコーナーを設置する場所が少なく、生徒が新聞に触れる機会が少なかった。そのため

今年度は、各学年の生徒が必ず通る廊下に常備した。昨年度より新聞記事に注目する生徒が増え、現代社

会の出来事や問題に興味を示す姿が見られた。また、学習発表会においてＮＩＥブースを設置した結果、

保護者の方々へ日頃の取り組みを示すことが出来た。保護者に周知することで、家庭での会話の広がりに

期待を持つことができた。ＮＩＥコーナーを設置し確かな前進はみられたが、新たな課題として全く興味

を示さない生徒への手立てを講じることが出来なかった。そのため、新聞への興味において格差が生じて

しまった。学級・学年単位で興味が高まる手立てを今後は考察していきたい。 
 
	 （２）授業における活用 
	 	 	 	 昨年度は、各学年における新聞を活用した授業が出来なかったため、年度当初に社会科の教科研究会で

ＮＩＥの授業実践を試みることを協議し、導入段階や授業の中心としての活用、テスト問題の作成など社

会科として、実践を広げることができた。今年度は、各学年の社会科担当が充実した実践をすることがで

き、生徒の新聞への関心の高まりや読解力の向上を実感することができた。しかし、この実感の根拠とな

るデータもとぼしく、教育的効果を立証するまでには、至っていない。また、社会科のみの実践となり、

各教科に広めることができなかった。そのため、今後の課題として、根拠となるデータをもとに教育的効

果を立証してテスト問題を作成し、アンケートの実施などを試みる必要がある。また、同僚へのＮＩＥ周

知のための校内研修を設け、学校単位でのＮＩＥ推進を試みる必要があった。 
 
	 最後に、２年間のＮＩＥ実践指定校として、ＮＩＥが生徒の成長へとつながる取り組みであることを実感する

ことができた。多くの取り組みを実践したことで、新たな課題が見えた実りある１年間だった。ＳＮＳの普及等

で、活字離れが進んでいる現状を考えれば、文字から情報を得て、自分の考えをもつことのできる生徒の育成は、

大変意義があるものだった。今後も、成果の見られた取り組みを継続しつつ、新たな取り組みに挑戦していきた

い。 

【HAPPY NEWSスクラップ帳】 
 

【１分間スピーチ	 ＮＩＥ用紙】 



	 	  
 

平成 30年度	 ＮＩＥ実践指定校	 宮崎日日新聞社訪問 
都農町立都農中学校	 本田	 浩之 

社会科（歴史的分野）指導案 
 
１	 単元	 	 第二次世界大戦～現代史 
 
２	 本時の目標 
 
	 ○	 第二次世界大戦前後から現代に至るまでの歴史の流れについて、新聞記事から読み取り、把握するこ

とができる。 
 
	 ○	 新聞の有用性について気づかせ、今後の社会生活に活かしていこうという態度を育てる。 
 
 
 
３	 学習指導過程 

 
 

 
学習内容及び学習活動 授業で心がけたいこと 

つ
か
む
・
見
通
す 

 
１	 既習事項を想起する。 
	  
	 ・第二次世界大戦前後の出来事

を振り返る 
 
	 	  
 
２	 学習課題をつかむ。 
 
 
 
 
 
 
 
３	 学習の見通しをもつ。 
 
	 ・第二次世界大戦前後のできご

とについて順番を振り返る。 
	  
・ 

 
・	 ベーシックカードから出題し、これまで学習した内容につい

て想起させ、本時の学習につなげる。 
 
 
 
・	 数紙の朝刊を紹介し、新聞の見出しが情報を簡潔にまとめら

れていることに気づかせる。 
	  
 
 
 
・	 第二次世界大戦前後の出来事に関する新聞を配付し、順番に

ついて個人で考え、班内で意見をまとめることを知らせる。	 	  
 

解
決
す
る 

 
４	 本時の問題に取り組む。 
 
５	 話し合う。 
 
 
６	 発表する。 

 
・	 個人でワークシートに自分の考えをまとめる。 
 
・	 班内で出来事の順番について話し合う。 
 
 
・	 班の代表者が黒板に予想を発表する。 

ま
と
め
る
・
振
り
返
る 

 
７	 学習のまとめをする。 
 
 
 
８	 本時の学習を振り返る。 
 
 

 
・	 教師が新聞記事の内容について、出来事名を知らせ、生徒の

発表内容を確認する。 
 
 
・	 新聞のもつ有用性（見出しから情報を推測でき、細かな情報

を知ることができる）について知らせる。	 	  

新聞記事から第二次世界大

戦前後の出来事をつかもう。 


